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high uptake goiterは便中 thyrxineの過剰排世
に依る feed back現象に基く可能性があると
Endocrinology K発表している。我々の成績では
便中 thyroxine過剰排、准では逆に甲状腺抑制作用 
がある事を明らかにしたので，彼の仮説は誤りであ
ると信じる。従って大豆粉に依る甲状腺腫の原因
は別の機序に依るもので現在の所未だ明らかにき
れていない。甜菜，人萎等は大豆粉と違って low 
uptake goiterであり，甲状腺ホ Jレモン合成を障碍
する抗甲状腺物質を含んで居るもので， 勿論便中 
thyroxine過剰排世とは直接の関係がないと思う。 
26) 病院内耐性病原性「ブ」菌の移推
。斎藤三夫，井口正己(葛飾日赤)
新生児未熟児室は病原性「ブ」菌保有が高率で職
員の保有する耐性菌が新生児未熟児室内に蓄積を見
る様でありまして，耐性「ブ」菌感染症発症の原因
をなすものと思われる。
新生児未熟児室での抗生物質使用で「ブ」菌は選
択適応現象より耐性を獲得し易く反面中止に依り耐
性頻度が低下し易い事が見られ，抗生物質の使用に
は耐性頻度の低下， 感性復帰を目標とした antibi-
otic policyを計るべきであると思われる。 
27) 当地区に多発した無菌性髄膜炎に就て
岡田宏一(頚南病院)
昭和 36年 4月より当地区にムンプスが流行し(約 
150名)， 内13例がムンプス髄膜炎を発症した。こ
のムンプス髄膜炎は 5月に始まり 6月， 7月l乙多発
して 8月に終わった。一方耳下腺腫脹を伴はない無
菌性髄膜炎が2月， 3月に各 1例づつあったが，こ
のムンプス髄膜炎よりやや遅れて 6月より多発しは
じめ， 8月の 9例を頂点として 10月迄K18例発生
した。乙のムンプス髄膜炎 13例及び耳下腺腫脹を
伴はない無菌性髄膜炎 18例の総計 31例の無菌性髄
膜炎に就て，発病年令，発生季節，髄液諸性状，回
復に要する日数等に就て比較検討した。その結果乙
の耳下腺腫脹を伴はない無菌性髄膜炎は，血清学的
にムンプス， 日本脳炎，ポリオ，アデノビーJレス陰
性であったが，兄弟，友人間の発病各 1組を認め，
叉病初多核細胞が髄液中に多いものがあったり，比
較的重篤な感じを与えたものが急速に好転したりし
たこと等から， Gristが述べている様に，エコー・
ビールス感染症ではなかったかと推定している。
追加中島春美(交成病院)
へJレペス，ムンプスその他による随伴性髄膜炎以 
外の本態的なものとして， L.C. M.ウィールスに
よるものの他， コクサツキー， ECHOウィーJレス 
によるものが多く，最近(l952~55) 欧米民於いて
ECHO による本症の大流行が報告されている。 1
昨年本席及び小児科学会総会に於いて，東京中野に
於ける ECHOによる無菌性髄膜炎の流行を報告し
たが，本年度の総会に於いて 2~3 の本症の流行が
各地より報告された。注目すべきことは ECHOに
よるものの内，ポリオの如く永久マヒを起こすもの
のあるととである。
演者の流行例も我々のものとよく似ており，今後
この様な流行が各地に起こると思われる故，注意す
る必要があると思う。
質問神田勝夫(君津病院〉
耳下腺炎の合併症としての酔炎の診断方法をおた
ずねします。
答岡田宏一(頚南病院〉
腹痛と血清及び尿中ヂアスターゼ値を参考として
決定しました。 
28) 起立性調節障害に関する 2，3の考察

。篠本 直，上林直子(船橋中央〉

起立性調節障害例 15例を経験し， 年令的l乙は学
童期，性別的には女子に多く，体格は比較的痩せた
子，或は pastosの子が多かった。
叉，自家中毒症のアナムネーゼをもつもの，感冒
にかかり易いものが含まれていた。
起立試験を行なった時の本症症例と非調節障害例
との脈樽数の変動，収縮期血圧の変動，脈圧の変動
には，かなりの相違があるように思われた。
治療としてカ Jレニゲンを使用し，症状の改善を見
?こ。
追加神田勝夫(君津病院)
私も最近本症の 6例を経験したが，これ等の例は
いずれも種々の訴えをもって長い間治療を受け学校
も休みがちであったが，本症と診断し治療すること
により，自発症状も消失し通学し得るようになっ
?こ。
29) 血小板障碍症(既報〉に併発せるネフローゼ
に就て
宮入繁夫(浦賀船渠病院〉
昭和 32年の千葉地方会K報告せる血小板無力症
の男子(本年 1月で 14才9月〉がネフローゼ症候
群を併発して本年 1月 18"8より治療中で， 今まで
